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＜合成関数の微分・偏微分＞ 

 

・合成関数の微分 

y = (2x + 3)5のような関数の微分を考える。この関数は展開してから微分することも可能であるが、そ

れでは計算が面倒である。そこで、合成関数の微分という方法を用いる。 

合成関数の微分は「カッコをひとまとまりとして微分し、カッコ内の微分をかける」いう計算になる。 

・y = (2x + 3)5のとき、
dy

dx
= 5(2x + 3)5−1×2 = 10(2x + 3)4  

                ↑     ↑ 

                                

 

［練習問題］  

1. 以下の各式について、yを xで微分せよ。 

① y = (2x + 3)3 

 

 

 

 

 

 

② y = (3x2 + 5x + 5)4 

 

 

 

 

 

 

 

③ y = (ax2 + bx + c)5 

 

 

 

 

 

 

(2x + 3)をひとま

とまりとして微分 

(2x + 3)の微分 



・偏微分とその計算方法 

偏微分は、変数が 3つ以上の式において、

他の変数は変化しないと考えて(定数とみ

なして)おこなう微分である。 

右図のように yが xと zの関数となって

いたとする。 

このとき、y を x で偏微分するというこ

とは、この関数を x軸に平行な直線で切り

取り、その断面の関数(右下図)を微分する

ということである。 

 

たとえば、y = 5x2z4を xで偏微分すると、 

∂y

∂x
= 2・5x2−1z4 = 10xz4 

  となる。 

 また、この yは zでも偏微分することができ、 

∂y

∂z
= 4・5x2z4−1 = 20x2z3 

  となる。 

 

［練習問題］ 

2. 以下の各式について、yを xと zでそれぞれ偏微分せよ。 

① y = 3x4z2 

 

 

 

 

 

② y = 2x2z + 4x + 5z 

 

 

 

 

 

③ y = (2𝑥3 + 3𝑧2)3 
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